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町
商
工
会
青
年
部
（
山
口
崇
部

長
、
部
員
36
人
）
主
催
の
「
く
ず

ま
き
夏
ま
つ
り
」
は
８
月
16
日
、

葛
巻
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
帰
省
中
の
家
族
連
れ
な
ど
約

１
６
０
０
人
が
葛
巻
の
夏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
山
口
部
長

が
「
ふ
る
さ
と
葛
巻
の
夏
ま
つ
り
、

く
ず
ま
き
夏
ま
つ
り

▲開会セレモニーで「くず
まき浴衣」を紹介する鈴木
町長。白と赤の２色はミル
クとワインをイメージ。白
い３本ラインは、葛巻町、
江刈村、田部村の３町村の
合併を表現するとともに馬
淵川の穏やかな流れをイ
メージしたもの

感
謝
と
感
動
あ
ふ
れ
る
時
間
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
鈴
木
重
男

町
長
が
葛
巻
町
60
周
年
を
記
念
し

て
製
作
し
た
「
く
ず
ま
き
浴
衣
」

を
紹
介
し
な
が
ら
「
こ
の
ま
つ
り

が
永
続
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
屋
台
が

立
ち
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
葛
巻

　元町の清掃センター（ごみ焼却場）は
改修工事に入るため、９月１日からごみ
の焼却を休止します。休止に伴い、次の
とおりご協力をお願いします。
※広報くずまき８月号、10ページ参照

■清掃センターに、ごみの搬入は
できません。
※「資源ごみ」と「不燃ごみ」につい
ては、リサイクルセンター（上平）
で搬入を受け付けます。

■９月21日㊊～ 23日㊌の祝日は、
「燃えるごみ」の収集を行いませ
んので、集積所に出さないよう
お願いします。
※「資源ごみ」と「不燃ごみ」につい
ては、通常どおり収集します。

　ご不明な点は、農林環境エネルギー課
（☎66-2111 内線143）へお問い合わせ
ください。

　４月に「子ども・
子育て支援新制度」
が始まったことによ
り、今年度から毎年
９月に保育料が切り
替わることになりま
した。
　８月までは前年度
の町民税額で保育料
を算定し、９月以降
は今年度の町民税額
で算定します。
　ご不明な点は、教
育委員会(☎66-2111 
内線277）へお問い
合わせください。

前年度の
町民税額に
基づく
保育料

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

今年度の
町民税額に
基づく
保育料

1,500発の花火が夜空を鮮やかに彩る
保
育
園
児
が
か
わ
い
ら
し
い
演
技

を
披
露
。
多
く
の
町
民
が
「
く
ず

ま
き
浴
衣
」
で
来
場
し
、
会
場
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、「
学

び
レ
ッ
ジ
」
の
屋
台
で
は
、
小
学

生
11
人
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
販
売

体
験
に
励
み
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
大
会
は
３
周
し
た
と
こ

ろ
で
雨
が
降
り
出
し
、
途
中
で
中

止
に
。
雨
が
降
る
中
行
わ
れ
た
花

火
大
会
は
、
葛
巻
町
60
周
年
を
記

念
し
、
例
年
の
１
・
５
倍
に
当
た

る
約
１
５
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
ま
つ
り
は
、
町
内
約
１
９
０

の
事
業
所
な
ど
か
ら
の
協
賛
金
に

よ
り
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
今
年
は

葛
巻
町
60
周
年
を
記
念
し
、
町
が

60
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

▼盆踊りを先
導し、力強い
太鼓を響かせ
たナニャドヤ
ラ葛巻愛好会
と茶屋場の太
鼓衆。雨が降
り出し、残念
ながら途中で
中止に

４

首都圏の子どもたちが木材利用の重要性学ぶ

O
ア ウ ト

ut  o
オ ブ

f  K
キ ッ ザ ニ ア

idZania 林業体験
　子どもたちが森林の中で学び、体験する「アウトオブキッ
ザニア林業体験」は８月６日から８日まで、くずまき高原牧
場やこいわの森などで行われ、首都圏の児童生徒24人と葛巻
小の児童11人が参加しました。
　子どもが職業体験できる人気テーマパーク「キッザニア東
京」と環境ＮＰＯオフィス町内会（ともに東京都）が主催し、
町森林組合が全面的に協力。今年で５回目の開催となります。
　「木を切って使うことは、健康な森づくりに必要なこと」
をテーマに、子どもたちは間伐や被災地に届ける薪の収穫な
どの作業を体験。木材を積極的に使うことの重要性を学び、
共同作業で交流を深めました。
　２年連続で参加した東京都の菊地唯人君（富士小５年）は
「作業は大変だったけど、森が明るくなった」と間伐の効果
を実感。八木萌

もえ

香
か

さん（葛巻小６年）は「３日間一緒に活動し、
都会の友達がいっぱいできた」と笑顔を見せました。

▲間伐作業を体験す
る子どもたち。ノコ
ギリを使った作業に
悪戦苦闘▲

伐採した木を30
センチの長さに切り
そろえた後、きれい
に薪積みする子ども
たち

清掃センター休止中の

ごみの出し方

今年度から毎年９月に

保育料の切り替え

260人の子どもたちが元気いっぱい活動

第47回県緑の少年団大会

１

1参加者みんなで協力しサクラを
植樹　2木工工作で小物入れが完
成。「上手にできたよ！」　3キャ
ンプファイヤーでヨサコイを披露
する葛巻地区森林愛護少年団　4
オリエンテーリングのチェックポ
イントでノコギリを使って丸太切
りに挑戦する子どもたち

３ ２

　

緑
を
愛
し
育
て
る
豊
か
な
心
を

持
つ
子
ど
も
の
育
成
を
目
的
に
、

第
47
回
県
緑
の
少
年
団
大
会
が
７

月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、
く
ず

ま
き
高
原
牧
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
か
ら
森
林
愛
護
少
年
団
20

団
体
、
約
２
６
０
人
が
参
加
。
当

町
か
ら
は
、
小
屋
瀬
小
と
小
屋
瀬

中
の
児
童
生
徒
が
所
属
す
る
葛
巻

地
区
森
林
愛
護
少
年
団
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
県
緑
の
少
年
団
連
盟

の
古
川
智
之
副
会
長
が
「
元
気

い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
、
森
の
元
気

を
海
ま
で
届
け
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
觸
澤
義
美
副
町
長
が「
牧

場
の
大
自
然
の
中
で
貴
重
な
体
験

を
し
、
心
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
と
葛
巻
町
60
周
年
を

記
念
し
て
サ
ク
ラ
５
本
が
植
樹
さ

れ
た
ほ
か
、
参
加
者
ら
は
木
工
工

作
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
共
同

生
活
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
牧
場
の
大
自
然

を
肌
で
感
じ
、
森
林
を
守
り
育
て

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

自然や森林の大切さ再確認

▶緑豊かな自然を満喫葛巻の森へようこそ！


